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	【意見】
・学校の授業の中では、図書館利用教育以外行われない。
・学校が社会教育施設の機能などを知らない。
・学校側では、入場料などの経費の課題がある。
・学校にはカリキュラムの中で時間に追われている現状がある。
【解決策】
・学校の授業で博物館等の社会教育施設の使い方等についてとりあげる。
・社会教育施設が学校のカリキュラムを確認する。何年生で、どんな学習をしているかを知る。
どの学年でどんな学習に、どんな材料を提供できるのか共通理解することが必要。
・共通理解するための施設関係者と学校教職員とのつながり（出会いの場）を作ることが必要。
・学校との関係ができれば、学校支援コーディネーターなどが活躍する機会もできる。
・協働を進めるうえで、出会いの大切さや人と人のつながりが根底に必要。
	【意見】
・学校のプロ意識についての誤解がある。（学校で起こったことは学校内で解決するべきという誤解）
・近所づきあいが薄く子育て支援は大きな課題。
・若者の課題については学校だけでなく社会教育の中でも解決するべき。
・社会資源を活用するために学校も地域に飛び込んでいくことが必要。
【解決策】
・地域の力やボランティアの存在が大切。
・企業も社会的課題の解決に向けて取り組み、地域がその活動に協力する。
・地域が学校に入ることで、子どもを見守るとともに学校の応援団となる。
・保護者・地域と学校の日常的にコミュニケーションを図る。
・問題・課題を互いに隠さない。特に学校の課題は地域全体で解決する。
・多世代交流の機会を作る。
・施設を利用するきっかけづくり。

	【意見】
社会教育施設の理解不足
・ＰＲ・宣伝不足
・お互いがあまり知らない。
・学校が消極的。新しいことを取り入れたがらない。
【解決策】
内容の工夫
・施設のプログラムの充実
・施設備品の貸し出し
・体験できることを増やす。
宣伝の方法の工夫（社会教育施設でなにができるか知ってもらう。）
・広報・チラシの工夫（夏休みの宿題に役立つように）
人のつながりができるように工夫
・口コミ
利用した学校に宣伝してもらう。
・ＰＴＡの社会見学などに活用してもらう。
・会合に利用してもらう。
	【意見】
・学校は社会教育施設の活用方法があるのかわかっていない。
・公民館事業として、若者対象の軽音楽コンテストを開催し、高校にも募集。
・体育館で子ども対象にスポーツイベント開催。小学校に募集。
・自然の家の施設の利用率が悪い。自らをアピールする必要。ひきこもりの対応としての利用検討。
【解決策】
・社会教育施設側から、施設の「売り」やどういうことができるのかを積極的、具体的に説明し、提案していくことが必要。
・人と人のつながりが大切。
	【意見】
・人とのつながりが大切。
・アドプト・リバーの活用など公的制度をうまく使っている。
・行政として、どれくらいＮＰＯを支援していけるか考える必要がある。
・大人が問題意識を持っていることが大切。
・地域の人材資源は隠れているはずでそれを探すことが大事。
	【意見】
・行政としては、地域の課題をしっかりと吸い上げることが大切。
・PTAや子ども会などの既存の社会教育団体とNPO・企業をつなぐことも行政にとって大切。
・既存の社会教育団体やＮＰＯ・企業と一緒に共通の問題意識を持って活動することが大切。
	【意見】
・地域の教育活動に参加しにくい人にどう働きかけるか。
【解決策】
・地域の活動に参加してもらうには、ハードルを下げることが必要。
・子育て支援では、スーパーなどのふらっと参加できる活動を地道に広げていくことが大切。
・公民館では、申し込みが必要であったりで参加のハードルが高くなっているかも。不便な地域の人のために出前イベントをしている。そのことにより新たな協力団体や参加者が出てきた。
・市内で同様の活動を行っている団体を集め、情報交流等ができる場を社会教育行政が設定する。
・目的や趣旨を明確にして連携することが大事。
・具体的に同じ目的の団体と繋がる。その後、必要に応じて連携を広げていく。
	【意見】
（地域活動に重要なこと）
・人集めが大事。
・活動が特化すると、（特化しているようなイメージがあると）参加しにくい。
・「ふるさと」「子ども」「感動」という普遍的な価値に置き換えてネットワークづくりを進めたことがアイデアである。人をつなぐ大切さを感じた。
・「継続」していくことが大事であり、難しい。
・コーディネーター的な役割ができる人が必要。
・団体の新陳代謝を図っていくことが大切。

	【意見】
思いのマッチング
・社会が必要としていることを発掘し、マッチさせる。
マンパワー
・若い力を発掘する。
・きっかけとして、まつりなどの地域行事に参加してもらう。
企業のノウハウ
・企業の持つ技術・スキルなどその企業でなければならないものを活用してもらう。
・お互いのゴールを明確にする。
・互いにメリットがあるものにする。
・企業の求めること、行政の求めることを共有する。
	【意見】
・企業・行政・市民活動の壁を取り払うことが必要。
・社会教育の学びを社会的課題の解決につなげていくことを考えた場合に協働が必要。
・みんなの課題にしっかりと接することが必要。企業、ＮＰＯ、行政、社会教育にとって共通する地域の課題が必ずある。その課題を探し、明確にすることが必要である。
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